
そのまま使える海洋学習の教材

https://lab2c.net

私たちは海とどうつながっているんだろう？！
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海の生きもの ワークショップKids

このイベントは，海と日本 PROJECTの一環で実施しています。
「第３回海を学ぼうスクール in中野区」2019年11月24日（土）開催

主催：LAB to CLASSプロジェクト（特定非営利活動法人 海の環境教育 NPO bridge）
共催：港区立エコプラザ
協力：北里大学海洋生命科学部、未来教育 confeito，海辺の環境教育フォーラム，一般社団法人 JEAN
後援：公益社団法人日本環境教育フォーラム

JR線浜松町駅北口 徒歩 4分都営地下鉄浅草線大門駅 B1出口 徒歩 3分
※駐車場はございませんので、公共交通機関をご利用ください。

イラスト：友永たろ

≪海洋学習教材LAB to CLASS≫をきっかけに「学習者自らが学ぶ力」を引き出すにはど
のような工夫が必要なのか、対面学習の特性を最大限活用する方法とは…人と人・自然・
社会をつなげる専門家と、海が好きな先生をゲストにお招きし、参加者とともに考えます。

イルカ・サンゴ・カニ・タコ・魚…。さまざまな海の生きものをテーマとしたアクティビティで、自然の多様性や食物連鎖
などを、身体と頭を使って学びます。海の生きものの不思議を体感しながら、私たちと海のつながりを考えましょう！

～「自ら学ぶ力」を引き出す教育デザインとは～

もっと知りたい！ 海の生きもの

海×先生

～海と日本PROJECT～

ファシリテーター川嶋直氏（公益社団法人  日本環境教育フォーラム 理事長）
ゲスト講師 中村泰之氏（世田谷区立世田谷小学校校長）

14:00~17:00 大人（18歳以上） ※海洋学習に関心のある指導者または指導者をめざす方など20名

９月３日（火）～７日（土）＜５日間＞
干潟・サンゴ礁の大型ジグソーパズルや、サンゴぬり絵コーナー、海の生きものクイズ
など、海の生きものをテーマにしたたくさんの教材で遊べるよ！ ６日（金）・７日（土）は、
北里大学海洋生命科学部アクアリウムラボから、「ミニ水族館～ほんものの海の生き
もの」がやってくるよ！

港区立エコプラザ（東京都港区浜松町 1-13-1）

もっと知りたい！海のふしぎ！

こどもも！ 先生も！
（指導者）

参加費：無料（事前予約必要）
2019年9月7日（土）

10:00~12:30（9:45開場）
小学生60名（小２以下は保護者１名同伴）
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３つのコーナーをグループ毎にまわって体験し
いろいろな海の生きものの不思議にせまりましょう！

どこでも！楽しく！安全に！できる《海洋学習教材LAB to CLASS》を活用した、小学生＆教育関係者向けのワークショップです。子どもたちは「海の
生きもの」をテーマに、教育関係者は今話題の「アクティブラーニング、探究学習」をキーワードに、「海と自分のつながり」に気づくことを目指します。

四方を海に囲まれた“島国”日本！　地理的・経済的なハードル
を越え、全国の子どもたちに海を身近に感じてもらいたい－－－－。
そんな想いのもとに全国で活動する多様なスペシャリストたち
がつくる、海の学習教材です。
「海の専門知識を持たない指導者（保護者）でも使いやすい教材を
つくる」ことを目指し、さまざまなテーマの体験型海洋学習教材
を制作。現在30種をWEBサイトで公開しています。

「実物大のイルカ」をつくりながら、海洋哺乳類としてのイルカの体のし
くみ＆生態を学びます。イルカは他の海の生きものや私たちと、どのよ
うにつながっているのでしょう。

～「自ら学ぶ力」を引き出す教育デザインとは～海×先生

海洋学習教材 LAB to CLASSとは

・午後の部にご参加の方は、午前の部の見学も可能です。
・本事業は「海と日本 PROJECT」のサポートプログラムです。  当日は取材が入ることもあります。  
　ご了承の上、ご参加ください。

右記サイト、またはお電話よりお申込みください。
〒105-0013  東京都港区浜松町1-13-1

TEL:03-5404-7764（受付時間 9:30～20:00）

お申込みについて

プログラム内容についての
問い合わせ

お問合せ・申込み先

・そのまま使える教材が、無料ダウンロードOK！
・指導者のためのティーチャーズガイドを収録！
・フィールドでも室内でもできるアクティビティが多数。

どんな教材？

コーナー名
（ファシリテーター）

A)もっと知りたい！

イルカのふしぎ

ファシリテーター

かわしま   ただし

なかむら  やすゆき

川嶋 直氏

ゲスト講師 

中村泰之氏

人見道夫（ネイチャーガイド  風の道）

B)もっと知りたい！

サンゴのふしぎ

C)もっと知りたい！

海の生きもの

高橋麻美（科学コミュニケーター）

サンゴ礁の海は、たくさんの生きもののつながりで成り立っています。
大きなジグソーパズルを解きながら、楽しいゲームをしながら、世界に
誇れる“日本のサンゴ礁の海”の魅力と自分の生活のつながりを考えます。

海には人間の想像が及ばないような、個性豊かな生きものがたくさんい
ます。多様な海の環境の紹介と、そこに適応して暮らすさまざまな生き
ものの不思議を、いっしょに探ってみましょう！

環境コミュニケーションファシリテーター。公益社団法人日本環境教育フォーラム理事長。1978年早稲田
大学社会科学部卒業。1980年代に財団法人キープ協会（山梨県北杜市）で環境教育事業を組織内起業。
以降 30年間に渡り参加体験型環境教育プログラムの開発と人材育成を行う。2005年～2010年は立教大
学異文化コミュニケーション研究科特任教授。「KP法」や「えんたくん」などの様々な参加型コミュニケー
ション手法を開発。著書に「就職先は森の中～インタープリターという仕事」（1998年）、「KP法～シンプル
に伝える紙芝居プレゼンテーション」（2013年）、共著に「えんたくん革命 1枚のダンボールがファシリテー
ションと対話と世界を変える」（2018年）他がある。

東京都三宅島村立三宅小学校教諭時（1996年～2002年）に、三宅島に住んでいた世界的海洋生物学者・
故ジャック・T・モイヤー氏、自然ガイド海野義明氏等の協力を得て、学校教育における海を学びの場とした
教育活動を実践。第51回読売教育賞、第2回東京新聞教育賞を受賞する。現在、世田谷区立世田谷小学校校長。

川端潮音（海の環境教育 NPO bridge）

概　要

海を学ぼうスクール とは～海と日本PROJECT～

http://www.npo-bridge.org

https://minato-ecoplaza.net/

または info@npo-bridge.org
LAB to CLASSプロジェクト事務局（特定非営利活動法人 海の環境教育NPO bridge）
〒108－0073 東京都港区三田3-2-21　ローランドミューズ203 

LAB to CLASSプロジェクト事務局

WEBサイトを
ご覧ください！
 https://lab2c.net

生きものの痕跡を探そう！
　干潟の生物観察のおもしろさは、見えない生きもの、隠れている生きものを“探し出す”こと。上手に隠れている生きものも、必ずその痕跡を残しています。　いちばんの痕跡は、穴。干潟にあけられた多くの穴は生物の巣穴であることが多く、地上にはなかなか出てこない生物もいますが、しばらくじっとして気配をひそめていると、カニが出てきて干潟の砂（砂にまざっている有機物）をせっせと食べる様子や巣穴の整備をする様子が観察できることがあります。また穴のある場所を素早く掘ってみると、二枚貝やゴカイ類などが見つかることも少なくありません。

　そして、注意深く干潟を見て歩くと、さまざまな不思議なものが見つかります。それらはときに生物の巣だったり、卵だったり、他の生物に食べられた跡だったり…。それらを頼りに干潟の生きものたちの営みを想像してみると、波音も静かな干潟の風景に多様な生きものたちの暮らしが重なって、しだいに“生命のにぎわい”が見えてきます。

生きものの痕跡を探そう！
　波が静かな入り江や湾の奥…。普通に考えれば、川から運ばれる有機物を餌にプランクトンが増殖し、水は淀んで濁っている、海岸には波に運ばれた海藻や生物の死骸が蓄積して腐っている…と思えます。ところが干潟では、台風や大雨の後でなければ、多くの場合水は澄みわたり、生物の死骸などもほとんど見られません。　それは、二枚貝やカニなど、干潟に生息する小さな生物が、多くの有機物を食べることにより、水を浄化しているためです。そして、肉食性や雑食性のカニや巻貝、ヤドカリなどが、弱った生物や流れてきた藻を食べているから。自然界には、通常「ごみ」は存在せず、生物はすべて何かの餌として利用され、処理されます。　そのような“自然の浄化能力”を実感できる場所のひとつが、干潟の海です。

干潟を彩る多様な生きもの

砂のなかの小さな藻類などを食
べて、残った砂をわざわざ巣穴
の外へ出す。

驚くほど澄んでい
る砂干潟の海中。
小さな生物がどん
どん有機物を食べ
る干潟は、まさし
く自然の「水再生
センター」だ。

雑食性のアシハラガニ。流れ藻や弱った生物も、見つければ何でも食べる“干潟の掃除屋さん”。

弱った生物や干潟に取り残された魚がいると、あっという間に群がって食べつくすアラムシロガイ。

巣穴の周りの団子は、砂の
なかの藻類を食べて残った
砂を丸めて置いたもの。

壊れた砂のお碗を伏せたよ
うに見えるのは、肉食性の
巻貝、ツメタガイの卵。

きれいな丸い穴は、ツメタ
ガイが鋭い歯と酸で穴をあ
けて身を食べた跡。

貝殻や海藻の切れ端が固まって
いるのを見つけたら、巣の入り
口。

タマシキゴカイのフン

コメツキガニの
つくった砂団子

ツメタガイの卵塊

ツメタガイに
食べられた二枚貝

スゴカイイソメの巣

まるで干潟の涙のよう。5
センチほどの袋のなかに何
万個もの卵が入っている。

タマシキゴカイの卵塊

監修：風呂田利夫（東邦大学名誉教授）　写真：多留聖典・風呂田利夫　イラスト：有留ハルカ
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海洋学習教材

F A C T  S H E E T

干潟Ⅱ
F A C T  S H E E T

2018.3.20©LAB to CLASS

危険な生物に気をつけよう！
　干潟は遠浅なうえ多くの場合波も静かで、海のなかでは安全に生物観察ができる場所といえます。生息している生きものにも毒をもっているものは少なく、裸足や素手で生きもの観察ができるのも、干潟

の大きな魅力のひとつです。
　けれど、干潟にも危険な生物はいます。危険な生物を覚えて、安全に活動を行いましょう。

マガキ
アカエイ

アカクラゲ

イシガニ
大きなハサミは力が強く、指にけがをすることもあるので注意が必要。捕まえるときには必ず手袋をはめて！

殻の端が鋭く、触るとナイフのように切れる。ぬれた手足はとくに切れやすく大けがをすることも。

長いしっぽの先に、強い毒を出す針をもつ。浅瀬の砂に隠れているため、水中ではゆっくりと歩いて追い払う。

触手に強い毒をもっているので、死んだものも素手では触らないこと。触って、腫れてきたらすぐに病院へ！

大変！干潟がなくなる
　水深の浅い海は埋め立てがしやすく、また波の穏やかな入り江や湾は港としても適するため、干潟は早くから田畑や商業用地にされたり、ごみの最終処分場として利用されるなど、さまざまな目的で埋め立てられてきました。
　日本有数の大きさを誇る東京湾は、現在ではそのほとんどが人工護岸で覆われ、干潟はわずかに点在するだけとなっています。しかし、江戸時代には海岸のほとんどが干潟と浅瀬の続く海でした。そしてこの雄大な干潟の海が、現在でも「江戸前の魚」として名の通る東京湾の海産物を生んでいたのです。
　ところが昭和30年代以降の急激な経済発展にともない、工業用地造成のため東京湾の埋め立ては加速度を増し、干潟は急激に姿を消しました。それと同時に、漁獲高は激減し、最盛期に20万トン近くあったものが、現在では１万トンを切っています。
旅立ちはしたけれど…永住の場がない？
　このような状況のなか、全国的に干潟の保全や再生が行われていますが、干潟は単独で保全されても、生物の数はなかなか増えません。それは、干潟の生物の多くが子ども（幼生）の時代をプランクトンとして過

ごすためです。プランクトンは遊泳能力が低いため、移動は潮の流れに委ねられます。流れの大きな大潮の時期に、多くの生物が産卵や抱卵を行うのは、このためです。潮に乗った生物の幼生は、流された先で環境の整った干潟があれば成長し、再び仔を放ちます。つまり、干潟の生物の子どもは、親とは違う干潟で成長をするわけです。生物が増えるためには、子どもが行き着く場所（干潟）がなければ、親がどんどん仔を放っても増えることができないのです。

内湾のほとんどを干潟が
覆っていた東京湾だが、江
戸時代にはすでに小規模な
埋め立てが行われていた。

自然の海岸線が残るところ
は少なく、湾奥部では開発
地の間にかろうじて干潟や
浅瀬が点在するだけ。

海の生きもの ワークショップKids午前
の部

午後
の部

港区立エコプラザ

受付開始日８月３日（土）１０時～


